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1 はじめに

認知科学や心理学の研究において、感情は人間の意

思決定に重要な役割を果たしていると考えられてい

る。そのようななかで、心と意識の概念モデルである

MaCモデル [1]が提案されている。MaCモデルは感

情を価値判断に使用する心のメカニズムと選択的注意

と反射・熟考の過程を処理する意識のメカニズムから

構成されている。

また、一方で、ペットロボットや人型ロボットなど

において感情生成を行い、それに応じて行動をとるよ

うにすることで生き物らしさを表現しようとする試み

も行われている。感情生成が行えるようなモデルの 1

つとして、ニューラルネットワークを用いたMaCモ

デルに基づく感情生成システム [2][3]が提案されてい

る。これは MaC モデルに基づいたシステムであり、

MaCモデルの感情生成部においてニューラルネット

ワークを用いて感情生成を実現している。このシステ

ムでは、外部からの刺激に対して確率的に生成される

感情と内部で動的に変化する内部感情とを考え、外部

からの入力のみに依存しない感情の生成を実現してい

る。しかし、このシステムでは、相手の感情の影響を

考慮した感情生成を行うことはできない。

本研究では、相手の感情の影響を考慮した感情生成

システムを提案する。このシステムは、ニューラルネッ

トワークを用いたMaCモデルに基づく感情生成シス

テム [2][3]に基づいたシステムであり、相手の感情の

影響を考慮した感情生成が行えるようにシステムを変

更する。なお、提案システムでは、外部刺激に対する

感情を自己組織化特徴マップに基づいた確率的連想メ

モリ [4]を用いて生成する。また、内部感情はカオス

ニューラルネットワーク [5]を用いて生成する。

2 MaCモデル

MaC (Mind and Consiousness)モデル [1]は図 1に

示すような心と意識の概念モデルであり、感情を価値

判断に用いる心のメカニズムと選択的注意や反射・熟
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図 1: MaCモデル

考のプロセスを処理する意識のメカニズムを持つ。心

のメカニズムは、認識や判断を行う認知処理と認知結

果に基づいて感情を生成する感情処理から構成され、

この 2 つのプロセスの相互作用により行動を決定す

る。意識のメカニズムは、知識処理を必要としない反

射と知識処理を必要とする熟考の 2種類の行動の相補

的な組合せにより、状況に応じた行動生成を行う。ま

た、複数のモジュールの相互作用を通じて、解決すべ

き問題に関連する外部入力と内部状態に注意を向け、

その変化によって意識が移動し、生成される感情が遷

移することを繰り返すようになる。

3 相手の感情の影響を考慮した感情生成シ
ステム

提案する相手の感情の影響を考慮した感情生成シ

ステムは、ニューラルネットワークを用いたMaCモ

デルに基づく感情生成システム [2][3]に基づいたシス

テムである。提案システムでは、図 2 に示すような

Plutchikの基本情動モデル [6]を感情の概念モデルと

して用いる。Plutchikの基本情動モデルでは、怒り、

期待、歓喜、信頼、恐れ、驚き、悲しみ、嫌悪の 8つ

の感情を基本感情とし、信頼と嫌悪、悲しみと歓喜な

どの基本感情どうしの対の関係性が表現されている。

また、感情の強度や、複合感情などの概念も取り入れ

られている。

提案システムは、MaCモデルに基づいたモデルで

あり、図 3 のような構成になっている。提案システム

は、感覚入力部、反射生成部、行動出力部、認識部、

作業記憶部、目標設定部、生得的目標記憶部、長期記

憶部、感情生成部、行動計画部から構成されている。
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図 2: Plutchikの基本情動モデル
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図 3: 提案システムの構成

このシステムでは、相手の行動や言葉などが感覚入

力部へ入力され、それに基づいて感情生成部で感情が

生成される。生成された感情の影響を考慮した上で行

動が決定され、行動出力部から行動が出力される。提

案システムでは、感覚入力部からの入力として相手の

感情の認識結果が入力できるようにする。また、感情

生成部では相手の感情の影響を考慮した感情の生成が

行えるようにする。

感覚入力部は外部からの入力を受け取り、その情報

を他のモジュールに転送する。反射生成部では、感覚入

力部からの情報をもとに反射行動を生成する。行動出

力部では行動を出力する。作業記憶部では各モジュー

ルの処理結果を他のモジュールが利用できるように一

時的に保存しておく。認識部では感覚入力部からの情

報に基づいて刺激の種類を認識する。行動計画部では、

感情や目標に応じて行動を選択する。目標設定部では

外部からの刺激、感情の状況に応じて適切な目標を設

定する。例えば、外部刺激に対して「好きなものが欲

しい」といった目標に対する欲求度が設定される。生

得的目標記憶部では、生得的目標に対する欲求が設定

される。生得的目標とは、生きるために必要な本能的

な欲求であり、例えば「疲労を回復したい」というよ

うな欲求などがそれに相当する。長期記憶部ではユー

ザ情報や外部からの情報を長期的に保存する。感情生

成部では作業記億部の情報を元に感情を生成する。

感情生成部では、ニューラルネットワークを用いて

感情生成を行う。外部刺激に対する感情は、自己組織

化特徴マップに基づいた確率的連想メモリを用いて生

成する。内部感情はカオスニューラルネットワークを

用いて生成される。

自己組織化特徴マップに基づいた確率的連想メモリ

は、認識部での行動や言葉の情報から得られたデー

タを入力とし、そのデータを利用して、感情を表すパ

ターンを確率的に想起する。自己組織化特徴マップに

基づいた確率的連想メモリは、確率的な想起が行なえ

るため、同じ外部入力に対しても様々な感情を生成さ

せることができる。例えば、「なでる」という刺激に対

して、期待の感情が 0.3の確率で、歓喜の感情が 0.5の

確率で、信頼の感情が 0.2の確率で想起されるといっ

たことが行なえる。

内部感情の生成に用いるカオスニューラルネット

ワーク [5]は、記憶させた複数のパターンを動的に想

起できることが知られている。提案システムではこの

性質を利用して、認識部を経て作業記憶部に送られた

外部からの刺激を外部入力として用い、 8つの基本感

情に対応したパターンの想起を行う。外部入力がない

場合にもそれまでの履歴を考慮した感情を表すパター

ンの想起を行うことで、内部感情の変化を動的に出力

することができる。

4 計算機実験

提案システムにおいて、相手の感情を考慮した感情

の生成、および行動の決定を行えることを確認した。
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